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環境に配慮したＭＩＣＥ開催（特に国際会議）にかかる調査について  

 

公益財団法人京都文化交流コンベンションビューローでは、環境に配慮した

ＭＩＣＥの実現に向け、公益財団法人 京都市環境保全活動推進協会と連携し、

調査を実施しましたので、お知らせいたします。 

本調査では、サステナビリティの中核をなす環境分野の中でも、「脱炭素」に

焦点を当てて、国内外の先進事例を把握するとともに、国際会議開催時における

会場を中心としたＣＯ２排出量の推計、カーボンオフセットに向けた取組の在

り方など、京都が目指すべき環境に配慮した国際会議像を構築するに当たって

の予備調査を行うことを目的として実施しました。 

国内外の先進事例においては、ガイドライン、サプライヤーリストの作成、

ＣＯ２排出量算出ツールなどに取り組む都市が見られ、ＣＯ２排出量について

は、「会場」、「移動」、「宿泊」、「飲食」、の 4つの部門別に排出量を推計した結

果、「移動」に伴う排出量が最も多く、以下「宿泊」「会場」「飲食」の順とな

るなど、脱炭素分野において、京都が取り組むために必要な要素が明らかにな

りました。 

当ビューローにおいては、京都ならではのサステナブルなＭＩＣＥ開催実現

に向け、主催者による脱炭素の取組推進、カーボンオフセット以外の選択肢、

地域資源の利活用を促進し、地域事業者の利用などをオール京都で進める「京

都方式」の検討を行ってまいります。 

 

【調査概要】 

目  的：サステナビリティの中核をなす環境分野の中でも、「脱炭素」に

焦点を当て、京都が目指すべき環境に配慮した国際会議像を構築

するにあたっての予備調査を行う。 

調査項目：国内外の先進事例、国際会議開催時における会場を中心とした 

ＣＯ２排出量の推計など 

 

お問い合わせ先：公益財団法人 京都文化交流コンベンションビューロー 

国際観光コンベンション部 担当：松井 


